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• 2013 27歳時、右卵巣内膜症性嚢胞摘出
前のCTにて右腎腫瘍指摘される

• 2019/05/08 右季肋部痛、当院へ紹介
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2013/10/26
右下腹部痛にて受診、卵巣の内膜症性嚢胞診断。
そのとき、右腎腫瘍指摘。
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DSAを施行するも、腫瘍血管と正常腎内血管との鑑別できず。



ノルアドレナリン80µgを動注後、ファーマコアンギオグラフィーを施行。
右腎下極に腫瘍血管を同定。



マイクロカテーテルにて腫瘍血管を選択。確認造影。



ゼラチンスポンジ細片にて血流がなくなるまで塞栓。腫瘍血管起始部に対し、
2㎜/4㎜ボルテックス6㎝長のシーストッパー、更に2㎜/4㎜ボルテックスにて塞栓。
再度ファーマコアンギオを施行し、腫瘍血管消失を確認。
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結語

• 病変の上2/3は塞栓術により萎縮

• 下1/3に富血管領域出現


